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整数計画法による最適線形判別関数  

01m成酷k学新勝一卿叩l叔A’馳血鮎  

1一はlコ引こ  

斗嘱l扮師も新婦分析と醐嫡抑叫、鮮ある「っ今後もデータ心一スマッノケ・ティングやデ∴タマイソング  

などの目的肇紗）られた大塾葦戸一一夕と変数に対して、適評津脚鮒ることが壁画こなってく■る∩   

この日的かため∴数哩計画法を用いた新しい判別関数を提案し軋P糊1関艶Ⅳ細関粉、従来乃日動訂（7潮卵桝撒  

師事月l勝と上脚‾る。こ摘こよって、従彩畔嘱l拐斬では分からなかった新しい知原が得られた，   

2 カ臣  

2・1隅血訂の線形判別関数   

F綿形判別関数且 p個の開明薩勃痘ゃつ2群が、p変軌†肇扮布に従う帝神棚をもつとする〔2群の分散共分散行  

夕l跡同じ（∑l＝∑2＝∑）と、して、次の牌ヒfユ（Ⅹ）／f2（女）の対戦をとったも（7）を考える「，   

F（Ⅹ）＝晦［fl（Ⅹ）ノr2（Ⅹ）巨‡Ⅹ－（m．＋m豆／2‡，∑‾1（叫「叫） 

この間もx，β＋β。というx鯛蜘こなっており、訂しを馳の噺刑細教と呼ぶ、この時し尤度比が1すなわ  

ち2群働等しいたむ他ヒ方式こよる糊l臓界点と嘩共和）＝0は、P次元ノ万ミー夕空間を2分づ‾る起坪姉．忙なな   

十友 2砕かテミーータ作数をnlとn2として、デーータを1群と2群の噴こ碓べ替えて、新しい目的変数yの借として1柵こ1  

／n」2柵こ－1／n2を与える。こ瑚気団畝脈こよって得られる回帰係触七R血再二頗腔判別関数と上炒閲私こある，  

すなわら、半脚扮析脚こ還元さオ1る。   

馳棚卸弊l掛閲数む、f輌＝御．七鞍1－…仰a。とし、1珊こ属するデーータⅩをこの式に代入し、  

fl00司X両肘…」闇汁ar，≧0であ拙£正しく・1珊ご性別されたとする。fl（Ⅹ）く0て滴れミ2柵こ附追っで伸雄誤分  

均されたものとす乱闘脚1は1．群のデ一夕を用いていることを示れ   
2柵こ属するデータⅩの場合も f亦）＜0で正しく分類され r亦）≧0で…呉頒されることになるハ  

三宅・新相克献ド畔L達数頃を1に輝阿ヒしたf（軒司X，㈲…晰1をもちいて、個々（7）デーータⅩiから得られる線  

形式碓（Ⅹ▲ia＋1＝0）を導入しと各用ぃ坤掛臓7瑠恥を2桝‾る超櫛預）なこのⅧから作られる群分類数を  

最′Nこする【搬総当たり法で探すアルゴリズムを提案したが、封筒哨間がかかり卿トィ7万感弼にいた「）なかった 

2・2最適綿形判別関数   

数矧帝陪でもって、’聯桁えることl砿く如）れた事実であ句耳献4－5）・）   

難野1職を用し東洋膚l即断亀LN∝け珊拭こ従えは次のよう1戎議できる、最柳瀬拙11押フナ芦一夕であ  

り、その後のn個の制約式は2群7）デー一列譲結し¶、る。ただし、左辺Ⅰひ碇数蘭留侍れないので、l悌歳虻秒酎‾る  

必要がある，また、右辺には変動は許されないので、Cei古瀬ヨ必司卯酌‾る必要がある，  

IP判別関数且大きな定数cとejを刑Tヨマンlで別巧妙席数という制限を加える，げ、紬闘松美Cを1としeiは  

実数とする。  

MN q吋＝一喝一座（肘1）＋●●●＋e（m＋。）  

5汀  

x．ial＋…1句中1＞『芳i  ei∈1群  
一句薄－… 一㌔凡－1＞虎j ej∈ 2群  

END   

α半脚勝ち誤ク瀕されるケ⊥スの棚傾界申ゝら榔口を最小化している■∵判別境界点か仁淵断たケースほど大  

きなウエイトを占めるー／p半脾臓も帯）類されかケーースの個数の和を最小化し¶、や（1もしF一夕が遭蹄7汁刊抑搾取が  

斯毒しⅥ、る聯姻淀む荷たし¶、るなら、F糊闘軌珊川ヒするので」町判別関緻と、僚中ろ由1諦うる◆，   

3 結果∵  

3・1アイリスデ・づ′  
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半収l侮斬やクラスターづ漸概評個こ良く用いられるフィッシャー1乃アイリスラ仁一タ  

（文献6）の′し一シクルとノもージニカの1（D僻好一夕を用いる。すなオ・ち、2群を4個  

閲等脚ける問瞥ごある－   

表1にi蜘得られ甥「醐抄怯と－・一朝によるモデル系列（ヒ昇・  

閣りという）でプ肇弾I月l間組こよる讃賢覧数をまとめてある，－Ⅳ半脚関粉も  

表1アイリス西哺粥彩りでノJ  

誤分類数  

1  2  3  4  

lP  5  3  2  1  

∪⊃  5  7  2  1  

F判別関数よりも半l月l臓1良い。1♪半l跡関勤ま肝糊l関数と同じ事もあるが、，ド F  6  5  4  3  

半脾臓よりも悪くなることもある。  

3・2医学ヂ」夕   

顔こ脚衡晦施輌血、略してm）という医学芦一夕を用いる′・こ（7ナ芦・一列七「休堰斜大  

学第1病雛許す・松木・武拝らによって財）られた1釦例刀自然分娩群と甜桐抑三脚挿ノ：）いす翫ノブー）カ洗を選択する  

かを、19個瀾如ゝら醐こ予測するた淑捌）られ雪見献71  

＿上昇¶脚臓器執も  
・P半脾臓もF半脚取りも半脾臓納ま良い｝  

・I甘粕一勝もⅣ半脚僕数よりも悪い，一方、R変数しL男）あるいは10変蜘11喝まではF判別関数よりも悪くなるこ   

とも良くなることもあるが、それ以上ではF判別関数よりも誤頒蜘ま少なくな息   

表2は、19変数と、多蜘）ある3変数を軌、句題献R・9）16変奴乃．1舟▲円瞞叶草硝形滴徴をまとめたも  

のである。これから、19変数の1醐lの成績が悪く、16変数刀1閣lれ成績が良いことが分かる残り（7）2つ托  

その欄にあ乱 しカ、しここ‾脚ヾきは16変数の‾日毎抑l折決定係数こよる川熟缶・1決してよくない甘ご港）る、10  

変数から16変数郡も19変数か蘭り闇“酢拗ミ川択ある♂二塞こ対し、16変数乃彰付七節付よりもf執1：「け亡わら、  

決超閑艶狗軋ヽことカ棚財物ヽことに必ずしも対応し口月払ヽという重刷∃得批  

表2 各系列でのⅧ巧1月l臓姓ヒ穀  

1 2  3  4  5  6  7  8  9 10 1112 13 14 15 16 17 18 19  
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4 まとめと今後の顔題  

今恒L事理計画踏を用いたⅣ半脚採取とⅠ♪半I月順散を提案した，  

説明変数が少なく、上脚勺馳僻脚採取の囁新堀f掟を満たしていると思われるアイリスデー一夕で七それはど優位  

惰は認め射細りたしかし、断一夕で且19何と説明変数の数が多く、そ（7）ため多重地縁性があり、しかも昭形）布  

でなかったり、離散変畳であったりと穐々のデータタイプが混在し¶、なこのよう析一夕で亀肝糊臓ま馳の線  

桝撒こ対しこ掴∃得批さらに決脚∃悪くても親潮轍嘲得物ミ得批  
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